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平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
来
、
我
が
国
経
済
は
、

株
価
の
回
復
等
の
明
る
い
兆
し

が
見
え
る
も
の
の
、
円
安
に
よ

る
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
上
昇
等
に
よ

り
、
中
小
・
小

規
模
企
業
の
苦

境
は
続
き
、
本

県
に
お
い
て
も
小
規
模
企
業
に

と
っ
て
は
、
景
気
回
復
の
実
感

を
得
て
い
る
と
は
言
え
な
い
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
、
昨
年
は
、
商

工
会
組
織
を
あ
げ
て
要
望
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
「
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
」
が
成
立
し
、

地
域
と
と
も
に
歩
み
、
地
域
を

支
え
て
き
た
小
規
模
企
業
に
光

が
あ
た
る
確
か
な
道
が
拓
か
れ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
20
日
に
は
、
東
京

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
54

回
の
商
工
会
全
国
大
会
を
開
催

し
、「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

制
定
記
念
大
会
」
と
位
置
づ
け
、

今
後
商
工
会
の
使
命
で
あ
る
小

規
模
企
業
に
寄
り
添
う
伴
走
型

の
支
援
を
強
力
に
推
進
す
る
決

議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

今
年
は
小
規
模
基
本
法
に
基

づ
き
、
地
域
で
懸
命
に
自
助
努

力
を
続
け
る
小
規
模
企
業
の
苦

労
が
報
わ
れ
る
よ
う
な
政
策
を

必
ず
実
現
す
べ
く

邁
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

商
工
会
は
、
組

織
活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

小
規
模
企
業
が
有
す
る
技
術
や

技
能
を
掘
り
起
こ
す
た
め
に
巡

回
訪
問
を
徹
底
し
て
行
な
い
ま

す
。
ま
た
、
技
術
や
ア
イ
デ
ア

を
製
品
化
す
る
た
め
の
企
業
同

士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
提
案
な
ど

会
員
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
支

援
の
た
め
の
能
力
向
上
に
努
め
、

地
域
の
支
援
機
関
の
中
核
と
し

て
一
層
の
努
力
・
研
鑽
を
積
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
県
下
中
小
・
小
規

模
企
業
の
皆
様
並
び
に
関
係
各

位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明

る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
知
事
に
就
任
以
来
、

対
話
と
協
調
に
よ
る
県
民
中
心
、

市
町
村
重
視
の
考
え
方
の
も
と
、

県
政
を
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
現
場
主
義
を
徹
底
し
、

県
民
の
目
線
に
立
っ
た
県
政
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
も
な
く
東

日
本
大
震
災
か

ら
４
年
、
私

は
、
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
最
優
先
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
皆
様

の
御
尽
力
と
ふ
る
さ
と
と
ち
ぎ

へ
の
思
い
が
、
復
興
の
大
き
な

推
進
力
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
、
残
さ
れ
た
課
題
の

解
決
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
復
興
か
ら

成
長
へ
の
確
か
な
歩
み
を
県
内

に
広
く
行
き
渡
ら
せ
、
県
民
の

皆
様
が
成
長
の
成
果
を
実
感
で

き
る
よ
う
、
各
種
施
策
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
ほ
か
、
計

画
期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
る

栃
木
県
重
点
戦
略
「
新
と
ち
ぎ

元
気
プ
ラ
ン
」
の
総
仕
上
げ
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

我
が
国
は
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
と
い
う
、
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

次
代
を
担
う
若
者
達
が
、
栃
木

県
に
定
住
す
る
た
め
の
就
業
機

会
の
創
出
や
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り

な
ど
に
向
け
て
、

市
町
と
と
も
に
知

恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
柔
軟
な
発
想
を
持
っ
て
、

果
敢
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
28
年
度
を
初
年

度
と
す
る
次
期
プ
ラ
ン
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し

た
課
題
に
真
正
面

か
ら
向
き
合
い
、

未
来
に
希
望
と
誇

り
を
持
て
る
力
強
い
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
い
て
参
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
元
気
度　

日
本

一　

栃
木
県
」
の
実
現
に
全
身

全
霊
を
傾
け
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
の
始
め
に
当
た
り
、
本
年

が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

小
規
模
企
業
の
持
続
的
発
展
を

「
元
気
度 

日
本
一 
栃
木
県
」に
取
り
組
む

商
工
会
会
員
の
皆
様
、

　
　

あ
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
　

　
新
年
明
け
ま
し
て
　

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

栃木県

知 事　福田  富一
栃木県商工会連合会

会 長　中村  彰太郎
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2015年
商 工 会 長

理　事 半 田 政 夫
（うつのみや市）

創　意　
工　夫
　　継　続

専務理事 稲 葉 光 二
（商工連）

商工会は
  〝一社一援〞を   
モットーに！！

副会長 大 島 將 良
（下野市）

地域経済の
　再生力は
商工会の力で

副会長 福 田 德 一
（塩谷町）

一意専心

理　事 小 林 俊 雄
（壬生町）

不況を断つ
  飛躍の年に！

理　事 飯 塚　　洋
（益子町）

人生80パーセント 
  ただし
   夢は失わずに

理　事 佐 藤 憲 一
（湯津上）

経営の前に
人を作る

理　事 小 堀 勇 人
（喜連川）

未来とは
 予測するものでなく
                創るもの

監　事 薄 井 正 明
( 那須町 )

前向きな商工会、
　  前向きな挑戦

理　事 渡邉サダ子
( 県女性連 )

きょうは、
　  きょうの
　　     最善を

理　事 戸 崎 泰 秀
( 県青連 )

元気な青年として 
    地域活性化を！

理　事 日向野孝夫
( 都賀町 )

何ができるのか！
　何をやるか！

西　方 川 上 貢 一

心技体の
　三位一体で
     真剣に取組む

上三川町 宮 﨑 　 哲

一企業を大切に 
　組織力向上を
　　　　　計る

矢板市 前 田 光 弘

夢と希望
　元気と
チャレンジ

監　事 田 中 久 己
( 藤岡町 )

組織の強化と
  更なる経営支援

にのみや 柴 山 和 之

原点回帰
 “経営支援の
　　 充実強化”

足　尾 菅 沼　　清

会員企業の繁栄

市貝町 遠 藤 孝 一

視野を広げ
  新たな発想
     新たな行動

茂木町 渡 邉　　晃

会員と共に
  歩む商工会を            
        目指して

野木町 小 林 敏 郎

世の中の
  変化を読み
     機敏に対応

桑　絹 上 野 弘 夫

歩きだそう
   行動すれば
道は拓ける

石　橋 髙 山 忠 則

明るい、
     地域の構築

芳賀町 佐 藤 政 二

地域コミュニティとの
　さらなる関わり

岩舟町 安 藤 芳 雄

地域振興の
  先駆けとなろう

大平町 河 田 公 美

商工会は
 地域活性化の
           原動力

小山市美田 大 森 順 一

未来ある
　     商工会へ

間々田 山 本 郁 夫

地域活性化を
　主に

黒　羽 花 山　　登

地域の活力は
　商工会から

発信だ !

那珂川町 筧　　良 夫

更に頼れる
　商工会を
目指します

高根沢町 野 中 昭 一

夢咲く町の
　未来へ頑張ろう
　　　　  商工会

氏　家 加 藤　　有

心はひとつ、  
  元気です氏家

足利市坂西 小 島 晃 一

魅力ある
  企業と地域の
　　　  創出を

佐野市あそ 廣 瀬 正 道

相互理解と
  行動による
　  商工会運営

西那須野 佐 藤 幹 雄

活力のある
  商工会へ
会員と共に

那須塩原市 平 山　　博

本気・熱意
　そして
     チャレンジ

粟　野 井 戸 道 廣

群羊を駆って    
     猛虎を攻む

P.3
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大
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
商

工
会
に
加
入
す
る
企
業
経
営
者
な

ど
３
，
０
０
０
人
が
一
堂
に
会
し

て
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
宣
言
に
続
く
大
会
会
長
挨

拶
で
全
国
連
の
石
澤
義
文
会
長

は
、
長
引
く
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

と
日
本
経
済
の
再
生
を
目
的
と
し

た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
は
、
株

小規模企業振興基本法制定記念大会 第54回
商工会全国大会
第54回

商工会全国大会

価
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
日
本
経

済
の
好
循
環
と
し
て
み
え
始
め
て

き
た
も
の
の
、
地
方
の
経
済
、
特

に
小
規
模
企
業
に
と
っ
て
は
実
感

に
乏
し
く
「
円
安
に
よ
る
原
材
料

や
燃
料
、
電
気
代
の
高
騰
」「
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
消
費
の

減
退
」「
続
発
す
る
自
然
災
害
」「
地

方
の
人
口
減
少
の
加
速
化
」
な
ど
、

多
く
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、６
月
に
成
立
し
た
「
小

規
模
企
業
振
興
基
本
法
」
は
、
国

に
よ
る
小
規
模
企
業
に
対
す
る
力

強
い
取
組
み
の
表
れ
で
あ
り
、
全

国
３
３
４
万
を
占
め
る
小
規
模
企

業
が
、
活
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

地
域
を
支
え
、
日
本
の
経
済
社
会

を
復
活
さ
せ
る
原
動
力
に
な
る
た

め
、
商
工
会
も
地
域
の
中
核
的
存

在
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
く
と
し
た
。

　

意
見
表
明
で
は
、
小
規
模
基
本

法
、
小
規
模
支
援
法
に
基
づ
く
、

商
工
会
等
に
よ
る
「
小
規
模
企
業

支
援
体
制
の
強
化
」「
小
規
模
事

業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
の
交

付
金
の
見
直
し
」
や
「
中
小
企
業

等
に
対
す
る
法
人
税
の
軽
減
税
率

の
引
き
下
げ
、
外
形
標
準
課
税
の

適
用
拡
大
の
断
固
反
対
」「
消
費

税
引
き
上
げ
に
対
す
る
対
応
」「
中

小
企
業
税
制
の
縮
減
反
対
」「
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
加
速

化
」「
商
工
会
の
支
援
機
能
の
更

な
る
強
化
」
な
ど
の
政
策
要
望
を

強
く
訴
え
、
６
項
目
の
大
会
決
議

を
採
択
し
た
。
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月
女
勇
一

佐
野
市
あ
そ	

理　

事　

飯
島　
　

満

　

〃　
　

理　

事　

増
田　

邦
雄

足
利
市
坂
西	

副
会
長　

福
田　

康
男

　

〃　
　

理　

事　

石
井
喜
久
男

女
性
部
功
労
者

野
木
町
商
工
会
女
性
部

	

部　

長　

峯　
　

悦
子

矢
板
市
商
工
会
女
性
部

	

部　

長　

宮
崎　

征
子　

優
良
常
勤
役
職
員
表
彰

に
の
み
や	

主　

事　

黒
子
真
由
美

都
賀
町	

主　

事　

大
塚　

孝
明

事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

（
商
工
会
法
施
行
50
周
年
特
別
枠
部
門
）

下
野
市　
（
巡
回
訪
問
強
化
）

１．ローカル・アベノミクスによる地域経済の好循
環の早期実現

１．小規模企業振興基本法に基づく小規模企業対策
の抜本的強化

１．小規模企業支援体制の強化
１．中小・小規模企業の活力に資する税制の実現
１．東日本大震災からの復興の加速化
１．商工会の支援機能の更なる強化

大会決議

地
域
経
済
の
好
循
環
の
早
期
実
現
と

　
　 

小
規
模
企
業
支
援
体
制
の
強
化
な
ど
を
決
議

晴
れ
の
表
彰　
41
名
・
１
団
体

表
彰
基
準
日　

平
成
26
年
３
月
31
日
（
敬
称
略
）

　

第
54
回
商
工
会
全
国
大
会
が
11
月
20
日
、
東
京
・
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
が
参
列
す
る
な
か
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
商
工
会
長

を
は
じ
め
、
青
年
部
長
・
女
性
部
長
な
ど
併
せ
て
87
人
が
参
加
し
た
。
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福田知事「小規模事業者振興条例」の来年度中の制定を目指す！
「商工会を支援する
県議会議員の会」
情　報

福田知事「小規模事業者振興条例」の来年度中の制定を目指す！福田知事「小規模事業者振興条例」の来年度中の制定を目指す！

　

昨
年
11
月
27
日
、
商
工
連
の

中
村
彰
太
郎
会
長
な
ど
商
工
４

団
体
が
「
地
域
経
済
活
性
化
と

中
小
・
小
規
模
企
業
の
成
長
・

持
続
的
発
展
の
た
め
の
要
望
書
」

本会議で「小規模事業者振興条例」の質問をする石坂真一県議

福田知事（右）に要望書を提出する中村
会長（右から２番目）

　

商
工
会
を
支
援
す
る
県
議
会
議
員
の
会
の
石
坂
真
一
県
議
は
、

12
月
４
日
の
県
議
会
第
３
２
６
回
定
例
県
議
会
一
般
質
問
に
お

い
て
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
振
興
に
関
す
る
基
本
事

項
を
条
例
で
定
め
、
本
県
経
済
の
活
性
化
と
持
続
的
発
展
を
図
っ

て
い
く
べ
き
で
は
」
と
県
の
対
応
を
質
問
し
た
。

を
県
と
県
議
会
に
提
出
し
た
。
要

望
書
を
提
出
し
た
の
は
、
商
工
会

連
合
会
の
ほ
か
、
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
（
瓦
井
利
宗
会
長
）、

県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
北
村

光
弘
会
長
）、
県
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
（
長
島
俊
夫
理
事
長
）

の
３
団
体
。
要
望
書
は
昨
年
６
月

に
成
立
し
た
「
小
規
模
基
本
法
」

及
び
「
改
正
、
小
規
模
支
援
法
」

を
踏
ま
え
、
一
層
の
小
規
模
企

業
対
策
の
充
実
強
化
と
競
争
力

の
あ
る
産
業
の
創
出
等
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
小
規
模
企
業
振
興

条
例
（
仮
称
）
の
制
定
と
専
門

担
当
課
の
設
置
─
な
ど
９
項
目

を
挙
げ
て
県
の
支
援
を
求
め
た
。

商
工
４
団
体
が

  

県
と
県
議
会
に
要
望
書
を
提
出

質
問
の
内
容

　

小
規
模
事
業
者
は
、
地
域
の
経

済
社
会
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
将
来
の
本
県
経
済

を
牽
引
す
る
企
業
に
成
長
す
る

可
能
性
を
大
き
く
秘
め
て
い
る
。

　

一
方
、
売
上
げ
の
減
少
や
経

営
者
の
高
齢
化
等
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
、
国
は
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
施
策
を
抜
本
的
に

見
直
し
、
強
化
し
て
い
く
た
め
、

６
月
に
小
規
模
企
業
振
興
基
本

法
を
施
行
し
、
小
規
模
企
業
振
興

の
基
本
原
則
に
成
長
・
発
展
の
み

な
ら
ず
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向

上
、
安
定
的
な
雇
用
の
維
持
等
を

含
む
、
事
業
の
持
続
的
発
展
を
定

め
、
国
・
県
・
市
町
・
支
援
機
関

等
が
相
互
の
役
割
分
担
や
連
携

協
力
な
ど
を
明
解
に
し
た
。
そ
こ

で
県
は
、
小
規
模
事
業
者
の
振
興

に
関
す
る
基
本
事
項
を
条
例
で

定
め
、
本
県
経
済
の
活
性
化
と
持

続
的
発
展
を
図
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
る
が
知
事
の
考
え

を
お
伺
い
し
た
い
。

答
弁

福
田
富
一
知
事

　

小
規
模
事
業
者
が
、
こ
れ
か
ら

も
持
続
的
に
発
展
す
る
と
共
に
、

意
欲
あ
る
事
業
者
が
成
長
し
て

い
く
た
め
に
は
、
事
業
者
の
自
助

努
力
は
も
と
よ
り
、
事
業
者
を
地

域
全
体
で
育
て
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
小
規
模
事
業
者
の
振
興
の

基
本
と
な
る
条
例
に
つ
い
て
は
、

次
期
産
業
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ

わ
せ
、
来
年
度
中
の
制
定
を
目
指

し
ま
す
。

石
坂
真
一
県
議
が
12
月
定
例
県
議
会
で

　
　「
小
規
模
事
業
者
振
興
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て
質
問

〔写真撮影：栃木県議会事務局〕

必ずチェック  最低賃金
使用者も、労働者も

平
成
26
年
12
月
31
日

                   
                  最低賃金の件名                    時間額

塗料製造業最低賃金 ８７５円
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用 ８２１円機械器具製造業
  電子部品・デバイス・電子回路、電気機械 ８２２円器具、情報通信機械器具製造業  

自動車・同附属品製造業 ８２５円
計量器・測定器・分析機器・試験機・測量器 

８２１円

 
械器具製造業、医療用機械器具・医療用品  
製造業、光学機械器具・レンズ製造業、医療  
用計測器製造業、時計・同部分品製造業  

各種商品小売業 ７８６円 

効　力
発生日

【特定（産業別）最低賃金】 
18歳未満又は65歳以上の労働者は栃木県最低賃金が適用
されます。 

詳しくは、栃木労働局労働基準部賃金室（☎028－634－9109）  
又は最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。  
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商
工
連
で
は
、
12
月
１
日
に
ホ

テ
ル
東
日
本
宇
都
宮
で
「
お
客
様

の
悦
び
に
焦
点
を
当
て
た
商
い
の

仕
組
み
」
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
オ
ラ
ク
ル
ひ
と
・
し
く
み
研

究
所
代
表
の
小
阪
裕
司
氏
に
よ
る

「
ワ
ク
ワ
ク
系
の
店
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
14
年
か

ら
継
続
し
て
お
り
、
今
年
で
第
12

回
の
開
催
と
な
る
。

　

小
阪
先
生
は
「
売
上
げ
と
顧
客

を
創
る
〝
し
く
み
づ
く
り
〟」
と

題
し
た
講
演
で
、「
モ
ノ
が
売
れ

な
い
」
の
で
は
な
い
。
お
店
が
商

品
の
価
値
を
教
え
、
お
客
様
の
感

性
に
働
き
か
け
る
情
報
を
発
信
し

て
、動
機
づ
け
を
す
る
こ
と
で
「
こ

の
店
で
、
こ
の
商
品
を
買
い
た
い
」

と
い
う
意
志
決
定
と
「
買
う
」
と

い
う
行
動
に
繋
げ
る
仕
組
み
を
作

る
こ
と
で
「
売
上
げ
を
作
り
出
す
」

こ
と
に
な
る
と
説
く
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
お

客
様
と
の
〝
絆
づ
く
り
〟
が
大
切

で
あ
り
、
①
適
当
な
接
触
、
②
適

切
な
自
己
開
示
、
③
相
手
に
と
っ

て
有
益
な
情
報
発
信
、
④
情
緒
的

な
体
験
、
が
絆
を
育
む
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
い
う
こ
と
だ
。
普
段
か

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
お
店
へ
の
愛
着
と
信
頼

が
一
層
増
す
よ
う
実
践
し
て
ほ
し

い
。

顧客との″絆づくり〟が重要と話す小阪裕司氏

　

11
月
21
日
か
ら
３
日
間
「
ニ
ッ

ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が
東
京
・
池

袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
で
開
催

さ
れ
た
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

沖
縄
ま
で
、
全
国
か
ら
３
５
０
の

企
業
が
出
展
、
名
産
や
地
域
の
特

産
品
、
技
術
を
生
か
し
た
新
商
品

な
ど
を
紹
介
、
販
売
し
た
。
３
日

間
の
来
場
者
は
約
14
万
人
。

売
上
げ
と
顧
客
を
創
る

　
　

  「
し
く
み
づ
く
り
」
を
学
ぶ

　

会
場
で
は
、「
全
国
ご
当
地
お

や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
や
ご
当
地
グ

ル
メ
が
味
わ
え
る
「
イ
ー
ト
イ
ン

コ
ー
ナ
ー
」、
各
地
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
も
集
合
す
る
な
ど
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。
本
県
か
ら
は
、
７
商
工

会
か
ら
９
事
業
所
が
参
加
、
販
路

開
拓
や
販
路
拡
大
に
繋
が
る
絶
好

の
機
会
と
、
商
品
の
説
明
に
も
熱

が
入
っ
た
。

大勢の入場者で賑わう本県ブース

　

初
開
催
の
う
つ
の
み
や
市
商
工

会
主
催
「〝
ス
ー
爺
サ
ン
タ
〟
の

軽
ト
ラ
市
」
が
、
Ｊ
Ｒ
岡
本
駅
南

側
道
路
（
市
道
）
で
行
わ
れ
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

会
場
に
は
取
れ
た
て
の
農
産
物
や

菓
子
、
飲
食
物
な
ど
軽
ト
ラ
ッ
ク

15
台
が
並
び
、
買
い
物
客
や
親
子

連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
賑
わ
っ

た
。

　

青
年
部
の
新
米
を
使
っ
た
〝
男

の
白
飯
〟
や
河
内
産
の
ご
ぼ
う
を

使
っ
た
〝
ご
ぼ
う
汁
〟
な
ど
が
人

気
を
集
め
て
い
た
。
ま
た
、
会
場

で
は
和
太
鼓
演
奏
や
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
先
着
２
０
０
名

に
新
米
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
長
蛇
の
列
が
で

き
た
。

　

主
催
し
た
商
工
会
は
「
初
め
て

の
開
催
で
不
安
も
あ
っ
た
が
、
予

想
以
上
の
来
場
客
と
な
り
、
出
店

者
の
売
上
も
確
保
で
き
た
よ
う

だ
。
反
省
点
を
活
か
し
て
来
年
度

も
開
催
を
考
え
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。

初開催ながら予想以上の来場者で賑わった

　

商
工
会
地
域
の
商
店
街
を
支
援
す
る
た
め
に
、
商
工
連
が
実
施
し
て

い
る
「
と
ち
ぎ
商
工
会
〝
ス
ー
爺
サ
ン
タ
〟
の
軽
ト
ラ
市
」
が
昨
年
５

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
８
商
工
会
で
開
催
さ
れ
、
各
地
で
賑
わ
い
を
見

せ
た
。
今
年
度
は
う
つ
の
み
や
市
商
工
会
が
初
開
催
と
な
っ
た
。

大
盛
況
〝
ス
ー
爺
サ
ン
タ
〟
の
軽
ト
ラ
市

う
つ
の
み
や
市

９
月
28
日  

10
時
～
13
時

本
県
か
ら
は
９
事
業
所
が
参
加

　
消
費
者
の
嗜
好
を
探
る
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第
16
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

 『
女
性
の
魅
力
で
輝
く
未
来
を
！
』

第
16
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

 『
今
こ
そ
翔は

ば
た

け  
さ
ら
な
る
躍
進
の
た
め
に
』

　

新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
10
年
の

節
目
を
迎
え
、復
興
へ
の
感
謝
と
、

商
工
会
青
年
部
の
活
動
を
全
国
に

発
信
し
、
強
い
団
結
力
と
絆
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
商
工
会

青
年
部
全
国
大
会
」
が
昨
年
11
月

12
日
、
新
潟
市
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
開

催
さ
れ
た
。
大
会
は〝
義
心
伝
心
〟

「
今
こ
そ
翔
け
さ
ら
な
る
躍
進
の

た
め
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国

か
ら
３
，
０
０
０
人
が
出
席
。
本

　

昨
年
10
月
22
日
、
福
岡
県
福
岡

市
の
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー

ク
に
お
い
て
「
歴
史
の
ふ
る
さ

と
、
ア
ジ
ア
の
玄
関	

福
岡
へ
よ

う
こ
そ
〝
女
性
の
魅
力
で
輝
く

未
来
を
！
〟
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
ふ

く
お
か
」
が
開
催
さ
れ
た
。
全

国
か
ら
商
工
会
女
性
部
の
会
員
、

約
３
，
２
０
０
人
が
出
席
。
本

県
か
ら
は
各
商
工
会
女
性
部
の

部
長
・
副
部
長
ら
25
人
が
参
加

し
た
。
大
会
は
、
大
会
セ
レ
モ

ニ
ー
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
に

よ
る
主
張
発
表
大
会
に
続
い
て
、

大
分
県
大
山
町
の
造
り
酒
屋
「
山

口
酒
造
」
の
10
代
女
将
山
口
怜

子
氏
に
よ
る
「
一
本
の
酒
か
ら
」

と
題
し
た
基
調
講
演
、
交
流
会

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

県
か
ら
は
青
年
部
の
部
長
・
副
部

長
ら
76
人
が
参
加
し
た
。
式
典
で

は
「
青
年
部
員
増
強
運
動
」
の

実
績
が
発
表
さ
れ
、
栃
木
県
青

年
部
連
合
会
と
壬
生
町
商
工
会

青
年
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
２

位
と
な
っ
た
。
大
会
は
そ
の
後
、

主
張
発
表
大
会
に
続
い
て
、
旧

山
古
志
村
長
の
長
島
忠
美
氏
が

『「
言
葉
」よ
り「
行
動
」リ
ー
ダ
ー

の
あ
る
べ
き
姿
』
と
題
し
た
講

演
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
が
国
（
中

小
企
業
庁
）
の
委
託
を
受
け
、
後

継
者
不
足
や
経
営
者
の
高
齢
化

に
悩
む
中
小
企
業
の
事
業
承
継

を
総
合
的
に
支
援
す
る
「
栃
木

県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
各
県
１
箇
所
の
公
的
機
関
）
が
、

11
月
４
日
か
ら
栃
木
県
産
業
会

館
８
階
に
開
設
さ
れ
た
。
全
国

で
16
番
目
、
関
東
で
は
東
京
に

続
い
て
２
番
目
の
セ
ン
タ
ー
設

置
と
な
る
。
こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
県
内
金
融
機
関
出
身
者

ら
３
人
が
常
駐
し
て
、
県
内
全

域
を
対
象
に
情
報
提
供
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
金
融
機
関
な
ど
へ
の
橋
渡
し

も
行
う
。

【
主
な
業
務
の
内
容
】

〇
事
業
承
継
に
関
す
る
相
談
受

付
や
助
言

〇
関
係
資
料
作
成
や
、
登
録
機

関
へ
の
橋
渡
し

〇
セ
ン
タ
ー
主
導
の
引
継
ぎ
に

必
要
な
各
種
支
援

問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
（
６
１
２
）
４
３
３
８

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

県
産
業
会
館
に
11
月
１
日
開
設

盛大に開催された青年部全国大会 熱気の伝わる女性部全国大会

　

企
業
の
海
外
展
開
を
支
援
す
る

日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）

の
県
内
出
先
機
関
と
な
る
「
ジ
ェ

ト
ロ
栃
木
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
」

（
ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
）
が
、
今
年
４

月
１
日
宇
都
宮
市
ゆ
い
の
杜
１
丁

目
の
と
ち
ぎ
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

（
交
流
セ
ン
タ
ー
）
内
に
開
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
所
に
は
県
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
や
県
内
企
業
を
支
援
す
る
複

数
の
団
体
が
入
居
し
て
お
り
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
狙
い
も
あ

る
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
の
開
設
に
つ
い

て
は
、
以
前
か
ら
県
内
市
町
や
経

済
団
体
な
ど
が
連
携
し
た
誘
致
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
６
月
に

は
福
田
富
一
知
事
が
設
置
要
望
書

を
ジ
ェ
ト
ロ
に
提
出
し
て
い
た
。

　
ジ
ェ
ト
ロ
の
国
内
事
務
所
は
京

都
府
に
次
い
で
42
番
目
と
な
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
の
専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ

で
県
内
の
中
小
企
業
の
海
外
展
開

や
、
県
産
品
の
海
外
販
路
開
拓
な

ど
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
栃
木

　
４
月
１
日
宇
都
宮
に
開
設



商 工 連 と ち ぎ

発
行
所
／
栃
木
県
商
工
会
連
合
会　
　

☎
０
２
８
（
６
３
７
）
３
７
３
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印
刷
／
株
式
会
社
松
井
ピ
・
テ
・
オ
・
印
刷

商工会が優しく伴走支援いたします。
順風に帆をあげろ‼順風に帆をあげろ‼219件が決定

事業の2/3を補助

小規模事業者持続化補助金レポート

219件が決定
事業の2/3を補助

考えていたことを実行する
 絶好の機会となりました

Ｑ：補助金活用のきっかけは？
　３年くらい前から社長である父から経営を任されていま
す。事業承継を機に商工会青年部の経営計画策定セミナーを
受講しました。それから会社の方向性を模索する日々が続い
ていました。この補助金の申請書類は、会社の強みや今後の
方向性を書いて下さいとのことだったので、今まで考えてき
たことを思い切って目に見える形にしてみることにしました。

Ｑ：今回の補助事業は製造業からサービス業化を目指すとい
うテーマでしたが・・・

　大手からの受注もありますが、もっと近隣からの直接受注
を増やしたいと思って、まず地域の印刷屋として知って頂き、
来店し易い店づくりが必要だと看板設置や事務所内の変更を
行う事業計画としました。

Ｑ：申請書類は自分で作成したそうですね？
　書類は、商工会で６時間かけて自分でまとめました。弊社
をよく知る経営指導員さんが、側でアドバイスしてくれる環
境なので安心して集中できました。このやり方はとても良
かったです。

Ｑ：成果はどうですか？
　地域の皆さんには「きれいになったね」と良く声を掛けて
頂きます。それと、今まで私１人で営業をしているので時間
的なご迷惑をお掛けすることが多かったのですが、この事業
を行ったことでお客様に来社頂けるようになりました。その
結果、スムーズな打ち合わせや段取りができ結果として、取
引先へのサービス向上にも繋げることができそうです。この
補助金を活用して本当によかったと思っています。　

シニアが気軽に立ち寄れる店づくり
Ｑ：補助金活用のきっかけは？
　以前からシニア層のお客様が多く、お年寄りが気軽に立ち
寄ってもらえる、優しい店への改築を考えていました。そん
な時、新聞に掲載された持続化補助金の広告に目がとまり、
新聞を手に商工会へ直行しました。申請一番乗りでしたね。

Ｑ：今回の補助事業は「シニアに優しい店づくり」がテーマ
でしたが・・・

　高齢者の社会参加が増え、それに伴いグループで来店され
るシニア層の女性のお客様が増えてきました。女性用トイレ
は既に車椅子でも利用できるよう修繕しました。今回は、居
心地の良い店づくりを考えて、和室（個室）をテーブル席に
改装する計画と、移動手段のな
いシニア向け送迎サービスチラ
シの作成。さらに、駐車場にシ
ニア層にアピールした看板を設
置する計画を立てました。

Ｑ：成果はどうですか？
　とにかく「やって良かった！」改装した個室は、床に柔ら
かいクッションフロアを使い、安全性と快適性を重視。今で
は一番人気のあるスペースになりました。一度来店いただい
たお客様が、友人を連れてリピーターになっていただいたり、
口コミなどで次第に和が広がっています。更に、目配り、気
配り、心配りをモットーに明るく優しい心のこもった接客を
心掛けていきたいと思います。これがきっかけで商工会員に
なりました。その後も、サービス券やメニューづくりなど、
いろいろ指導
していただい
てます。

住所 : 宇都宮市中岡本町 2848-1　　電話 : 028(673)2102
URL http://tpc-takaku.co.jp/       FAX : 028(673)7528

住所 : 真岡市久下田西 6-19　　電話 : 0285(74)1551

会社入口の反対側にも大きな看板を設置
道路からの認知度が格段に上がりました

活用の効果について話す石崎眞弘店主（右）と担当の加藤指導員事業の効果を確認する高久専務（左）と
担当の廣木指導員と見形指導員

有限会社  高 久 印 刷 一十百 ( かずとも ) 寿司店
うつのみや市 に の み や

中小企業大学校 東京校の 経営後継者研修 を受講しませんか。中小企業大学校 東京校の 経営後継者研修 を受講しませんか。
●対象者：中小企業の経営後継者または経営幹部候補の方［定員20名］
●研修期間：平成27年10月１日～平成28年７月22日【10ヵ月間】●受講料：1,260,000 円
●第１次申込み締切：平成27年４月30日［書面・面接審査］
詳しくは、中小企業基盤整備機構企業研修課  TEL042-565-1207  詳細冊子を送付します。


